　はじめに

マッサージは古来より体内を改善する自然治癒法として行われてきました。

また、マッサージによる治療は薬を使わないのでアレルギー体質の方にも最適で、古来から親しまれています。

西暦１６６１年頃のアユタヤ王朝２７代ナライ王の時代、フランス大使サイモ―ン・ドゥ―ルヴェーの手紙には、当時は病気の治療のためにマッサージが行われていたと書き記されています。

この、古式マッサージは古代より、師から弟子へと伝承されてきたもので、現在は改良され体に必要なものばかりが残っています。

ラマ３世時代になり、古代から伝えられてきたマッサージの各種がすべて集められ、これをワット・ポーの壁画に記されたので、その壁画により誰でも自由に学べるようになりました。

西暦１９０６年ラマ５世の時代には王室専用医師が集められ、それまでバリー語及びサンスクリット語で書かれていた文章をタイ語に集約し、王室医学書(タムラ―・ぺェーサッ・ソンクロ)としました。王室マッサージ法(タムラ―･ベップ・ヌワット・チャバップ・ルオン)もこの医学書の中に記されています。

西暦１９６２年５月３０日ポン・トムヤーニム医師とそのグループにより古式マッサージ師によるワット・ポー・タイトラディショナル・メディカルスクールが設立され現在にも古代から伝わるマッサージ法を教え伝えています。

西暦１９９１年ワットポーマッサージスクールのガムトーン・タントンチッ氏により一般人にもわかり易くと解説付き絵図がまとめられました。その際講師１８人により検討された結果、体の１０本の主線を基本とし、その線に従って各ツボがわかりやすくしるされました。またねじる体位は安全なもののみ残され、行う前にその人に適しているか検討して行われています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワットポー校長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ピダー・タントンチッ

カター　ブチャー　バマロクー　ぺェーシワカ・ゴーマラ･パッに捧げる言葉

「ナモー　タッサ　パカワトー　アラハトー　サンマ―　サンプ―　タッサン」を

３回唱える

オーム　ナモー　シワゴー　スィラサーアハン　ガルニコ―　サッパー　サーターナン

オーサッカ　ティッパ　マンタン

プラッパーソォー　スリヤーヂャンタン　ゴーマラワット―　パッカーセェースィッ

ワンターミッ　パンティットー　スメ―タトー　スマナホーミ

「ナモー　タッサ　パカワトー　アラハトー　サンマ―　サンプ―　タッサン」を

３回唱える

オーム　ナーモー　シワゴー　マラ　パッ　ヂョー　プー　チャー　ヤ
マッサージをする前に唱える文

「ナモー　タッサ　パカワトー　アラハトー　サンマ―　サンプ―　タッサン」を

３回唱える

サハムティ　サムハカト―　セェーマータン　パッタ　セェーマーヤン　サハニー

　タムポー　エーワン　エーヒー

ナトーッ　モートォン　プッコーン　タークァン　ヤンルン　ルッローイ　ハァ―イ

　サッワハ　サッワーハァーイ

自分の体に入らないように唱える文

「ナモー　･･…タッサン」を３回唱える　

プッタン　パッチャ　カーミ

タンマン　パッチャ　カーミ

サァンカン　パッチャカーミ

心を正して師を想う

